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呼

造

　
白
石
川
緑
地
公
園
整
備
事
業
は
、

一
市
内
市
街
地
中
心
部
よ
り
約
六
百
メ

”
ー
ト
ル
の
臼
石
川
河
川
敷
に
位
置
し
、

”
白
石
川
緑
地
基
本
計
画
に
基
づ
き
面

積
九
・
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
（
九
万
五
千

平
方
メ
ー
ト
ル
）
に
な
り
ま
す
。

　
白
石
川
緑
地
公
園
整
備
事
業
は
、

一
昭
和
五
十
三
年
度
か
ら
年
次
計
画
に

よ
り
宮
城
県
管
轄
の
一
級
河
川
白
石

、
川
の
可
川
文
を
有
力
的
に
利
用
す
．
、

疇聖
』
　
　
『

誌，
温

蝿
，
漕貰r

讐“尉『

く
土
地
の
買
収
を
行
い
、
計
画
が
順

次
進
行
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　
昭
和
五
十
七
年
度
に
は
、
臼
石
市

総
合
計
画
を
は
じ
め
、
公
園
整
備
並

び
に
緑
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
な
ど
併

せ
て
都
市
計
画
事
業
の
見
直
し
が
施

さ
れ
、
　
「
白
石
川
緑
地
基
本
計
画
」

が
作
成
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
基
本
計
画
は
、
昭
和
六
十
七

年
度
を
目
標
と
し
た
十
年
の
年
次
十

置」瀞
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▲工事が本格化

画
に
す
る
再
検
討
も
施
さ
れ
、
総
事
・

業
費
約
八
億
五
千
万
円
の
予
算
が
見
、

込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
昭
和
五
十
七
年
度
に
お
い
て
は
、

白
石
川
河
川
敷
の
緑
地
公
園
整
備
事

業
区
域
の
一
部
を
造
成
し
、
加
え
て

昭
和
五
十
九
年
三
月
に
は
、
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
場
の
施
設
二
面
を
含
む
「
園

路
広
場
」
が
完
成
し
、
緑
地
公
園
の

整
借
が
な
さ
れ
て
・
ま
す
。

60

年
1
0
月
完
成

　
　
　
　
を
目
指
し

　
本
年
1
0
月
の
オ
ー
プ
ン
を
目
指
し
、

白
石
川
河
川
敷
公
園
で
野
球
場
の
造

成
工
事
が
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
こ
の
野
球
場
は
、
自
石
川
緑
地
事

業
の
一
環
と
し
て
、
事
業
費
五
千
万

円
で
建
設
さ
れ
る
も
の
で
、
両
翼
が

九
十
メ
ー
ト
ル
、
セ
ン
タ
ー
ま
で
百

二
十
メ
ー
ト
ル
の
広
さ
を
備
え
、
現

在
の
臼
石
市
民
球
場
よ
り
も
大
き
な

球
場
と
な
り
ま
す
。

　
現
在
、
土
の
入
れ
替
え
な
ど
整
地

作
業
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ

が
終
わ
り
次
第
、
外
野
に
コ
ゥ
ラ
イ

芝
が
植
え
付
け
ら
れ
、
秋
の
ス
ポ
ー

ツ
シ
ー
ズ
ン
に
は
野
球
フ
ァ
ン
待
望

の
新
し
い
野
球
場
が
完
成
す
る
予
定

で
す
。

　
川
と
親
し
む

　
　
　
川
は
心
の
ふ
る
さ
と

　
川
は
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
な
く
て

｝
は
な
ら
な
い
も
の
で
す
。
古
来
、
人

．
々
は
川
の
ほ
と
り
で
生
活
し
、
川
の

恩
恵
を
受
け
な
が
ら
、
文
化
と
歴
史

を
発
展
さ
せ
て
き
ま
し
た
。
と
き
に

は
、
川
が
は
ん
濫
し
て
恐
ろ
し
い
災

害
を
も
た
ら
し
ま
す
が
、
清
ら
か
な

一
水
の
流
れ
と
緑
の
あ
る
自
然
に
恵
ま

れ
た
川
は
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
憩

い
と
う
る
お
い
を
与
え
、
心
を
な
ご

ま
せ
、
豊
か
な
情
操
を
は
ぐ
く
ん
で

く
れ
ま
す
。

　
楽
し
く
つ
ど
う
広
場

　
河
川
の
両
岸
に
ひ
ろ
が
る
河
川
敷

地
は
、
私
た
ち
の
憩
い
の
場
、
野
球
、

テ
ニ
ス
な
ど
の
運
動
の
場
、
花
火
大

会
な
ど
の
行
事
の
場
な
ど
、
健
康
増

進
と
余
暇
活
用
の
た
め
の
誰
も
が
楽

し
め
る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と

し
て
、
絶
好
の
オ
ー
ブ
ン
ス
ペ
ー
ス

で
す
。

　
水
と
の
ふ
れ
あ
い

　
無
心
に
水
遊
び
を
す
る
子
供
た
ち

に
と
っ
て
だ
け
で
な
ノ
＼
大
人
に
と

っ
て
も
、
水
と
の
ふ
れ
あ
い
は
、
心

を
な
ご
ま
せ
る
も
の
で
す
。
臼
石
川

の
蛇
渕
の
下
に
は
堰
が
あ
り
、
水
道
、

沢
端
川
、
穴
田
堀
の
取
水
口
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
こ
の
周
辺
の
河
原
は

芋
煮
会
の
会
場
と
な
っ
て
市
民
に
利

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

『
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市
の
財
政
事
情
や
仕
事
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
市
で
は
、

毎
年
一
一
回
「
市
の
財
政
状
況
」
を
公
表
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
昭
和
五

十
九
年
度
下
半
期
（
昨
年
十
月
一
日
か
ら
今
年
三
月
一
一
一
十
一
日
ま
で
）
の

状
況
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

出歳

予算現額　87億4，948万1千円

支出済額　72億7，576万9千円

執行率　 83．2％

　　予算額
　　執行率（％）

計

478万5千円（0％）

6，978万9千円（94．4％）

1億5，949万3千円（54．1％）

1億5，998万2千円（96．6％）

1億6，214万5千円（98．8％）

2億6，038万4千円（91％）

6億4，350万3千円（98．5％）

6億9，274万3千円192．3％）

会

！O億103万5千円（93．9％）

”億2，430万5千円（97。3％）

η億8，884万8千円（85．8％）

12億8，196万7千円（96．7％）

20億50万2千円（50．2％〕

その他

労働費

災害復旧費

商工費

議会費

消防費

衛生費

公債費

教育費

民生費

土木費

総務費
農林水産業費

911）11121314151617181920（億1876543ウ
一1

昭和60年3月31日現在
　　　　　　　（単位1干円）

昭和59年度特別会計の予算執行状況

鵡歳入歳

予算残額支出済額未収入額収入済額調定頷

予算現額会計別

283．3921．474．949164、9321．579．4721．744．4041．758．341国民健康保険

！．05010．9441．06312．31913．38211．994簡易水道事業

229．962159．295o182．653182．653389．257下水道事業

1．10339．698039．91439．91440．801地方卸売
市場事業

107．2201．106．14201，109．9131．109．9131．213、362老人保健

622．7272．791．028165．9952，924．2713，090．2663．413．755計

o

厳
し
さ
続
く
市
の
財
政

本
市
が
今
後
積
極
的
に
取
り
組
ん
　
体
系
の
整
備
な
ど
多
く
の
課
題
を
抱

4

で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
仕
事
は
、

学
校
施
設
や
生
活
環
境
、
道
路
交
通

え
て
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た

般

五
十
九
年
度

下
半
期

他
入
び
料
得
金
ぴ
金
税

　
　
収
及
　
取
寸
及
　
与

の
　
　
　
料
数
車
f
金
担
　
譲

　
　
産
用
　
動
交
担
　
方

そ
財
使
手
自
税
分
負
地

繰　越金

市　　債

国・県支出金

諸　収　入

地方交付税

市　　　税

昭和59年度

下半期

3，448万6千円　（100％）

5，873万9千円（94．8％）

7，851万1千円（”3．8％）

9，554万1千円（100％）

9，771万3千円（92．1％）

入歳

予算現額　87億4，948万1千円

収入済額　80億2，563万4千円

収入率　　91．7％

　　　予　算　額
　　　収入率（％）

1億2，545万9千円（100％）

1億5，563万1千円（100％）

4億1，960万円（13．6％）

14億6，340万5千円（89．7％）

17億6，701万7千円（84，8％）

22億2，218万4千円（100％）

22億3，119万5干円（103．2％）

0123456
1
　
78（億）23222120191817161514131211109

だ
く
市
税
は
、
市
が
自
主
的
に
使
え

る
大
切
な
お
金
で
、
市
の
財
政
運
営

の
中
心
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
歳
入

全
体
に
占
め
る
割
合
は
二
十
五
・
五

パ
ー
セ
ン
ト
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。

　
一
方
、
国
か
ら
毎
年
交
付
さ
れ
る

地
方
交
付
税
は
二
十
二
億
二
千
二
百

十
八
万
四
千
円
で
二
十
五
・
四
パ
ー

セ
ン
ト
を
占
め
て
い
ま
す
が
、
前
年

度
に
比
べ
七
干
二
百
五
十
三
万
四
千

円
（
三
二
一
％
）
減
少
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
仕
事
に
対
す
る
国
や

県
か
ら
の
負
担
金
・
補
助
金
な
ど
が

十
四
億
六
千
三
百
四
十
万
五
千
円
で
、

十
六
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い

ま
す
。

　
結
局
、
市
の
歳
入
の
う
ち
、
四
十

九
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
に
当
た
る
四
十

三
億
四
千
五
百
五
十
八
万
五
千
円
が

国
な
ど
に
頼
っ
て
い
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
市
で
は
経
費
の
節
減

を
は
か
る
｝
方
、
市
の
借
金
で
あ
る

市
債
で
手
当
す
る
な
ど
、
苦
し
い
や

り
く
り
を
し
、
歳
出
に
見
合
う
財
源

の
確
保
に
努
力
い
た
し
て
諭
り
ま
す
。

（単位：干円）

事業費

昭和59年度一般会計歳出予算
に計上した主な事業及び事業費

名業事事業費名業事

62．479新林業構造改善1．382．970

56．238中学校補修工事
ノ」・

606．702

51．672県営事業負担金303．299

渇　水　対　策

仙南広域行政事務

組合負担金
土地区画整理

50、509査調籍地251，517備整道市

49。485緑　地
月1石臼238．579公営住宅建設

34．463都市計画街路236．650

31．707備整場圃197．757

30．359斎川小学校プール建設159．053

特別会計繰出金

一市二町組合負担金
補助金・出資金

災　害　復　旧

29．974林造行市122、921水田利用再編対策

27、986農村地域整備開発促進67．238農業施設整備
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腎
バ
ン
ク
に
ご
協
力
を
〃
“

　
皆
さ
ん
の
ま
わ
り
に
も
、
腎
臓
病

で
苦
し
ん
で
い
る
人
が
、
必
ず
い
る

こ
と
で
し
ょ
う
。
全
国
で
患
者
数
三

十
万
人
を
超
え
る
腎
臓
病
は
、
そ
う

い
う
意
味
で
は
あ
り
ふ
れ
た
病
気
で

す
。
し
か
し
、
こ
の
病
気
の
恐
ろ
し

さ
は
余
り
知
ら
れ
て
い
な
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
腎
臓
病
が
発
見
さ
れ
て
か
ら
百
年

余
り
経
ち
ま
す
が
、
ま
だ
こ
れ
と
い

っ
た
治
療
法
が
あ
り
ま
せ
ん
。
安
静

と
食
事
療
法
が
中
心
で
す
。
ま
た
、

相
当
に
病
気
が
進
み
腎
臓
の
働
き
が

悪
く
な
ら
な
い
と
ひ
ど
い
症
状
も
現

わ
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
症
状
に
気

付
い
た
時
に
は
腎
臓
病
も
末
期
と
い

う
こ
と
も
少
な
く
な
い
の
で
す
。

　
腎
臓
に
疾
患
が
生
じ
機
能
が
停
止

し
て
し
ま
う
こ
と
を
腎
不
全
と
言
い

ま
す
。
以
前
は
腎
不
全
に
罹
る
と
尿

毒
症
を
起
こ
し
助
か
る
見
込
み
が
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
現
在

で
は
透
析
と
腎
臓
移
植
の
二
つ
の
方

法
で
、
患
者
の
生
命
を
取
り
と
め
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
透
析
と
は
、
器
械
の
入
工
腎
臓
を

使
用
し
て
血
液
中
の
毒
素
を
取
り
除

い
て
や
る
も
の
で
す
。
つ
ま
り
、
機

能
し
な
く
な
っ
た
腎
臓
の
代
わ
り
を

器
械
の
腎
臓
が
務
め
る
と
い
う
こ
と

で
す
。
通
常
一
週
間
に
三
回
、
　
一
回

五
時
間
、
病
院
で
行
い
ま
す
。
し
か

し
、
透
析
を
行
っ
て
も
腎
臓
が
治
る

わ
け
で
は
な
く
、
生
涯
続
け
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
透
析
を
続
け
れ
ば
、

水
分
、
食
事
な
ど
の
制
限
は
あ
り
ま

す
が
、
ほ
ぼ
健
康
人
と
同
様
の
生
活

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
透
析
か
ら
逃
が
れ
る
た
め
に

は
腎
臓
移
植
し
か
方
法
が
あ
り
ま
せ

ん
。
腎
臓
移
植
は
他
の
人
か
ら
腎
臓

を
も
ら
い
、
患
者
の
体
内
に
移
植
す

る
も
の
で
す
。
移
植
に
は
生
体
腎
移

植
と
死
体
腎
移
植
が
あ
り
ま
す
。
生

体
腎
移
植
は
血
縁
の
家
族
か
ら
生
き

た
腎
臓
を
移
植
す
る
も
の
、
死
体
腎

移
植
は
亡
く
な
ら
れ
た
方
か
ら
提
供

さ
れ
た
腎
臓
を
移
植
す
る
も
の
で
す
。

腎
臓
移
植
は
最
近
非
常
に
進
歩
し
、

生
体
腎
で
百
パ
ー
セ
ン
ト
近
く
、
死

体
腎
で
八
十
パ
ー
セ
ン
ト
の
成
功
率

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
移
植
希
望
者
に
対
し
て

腎
臓
提
供
者
は
、
ま
だ
ま
だ
不
足
し

て
い
ま
す
。
一
人
の
患
者
に
ぴ
っ
た

り
合
う
腎
臓
が
提
供
さ
れ
る
た
め
に

は
、
二
千
人
の
提
供
者
が
必
要
だ
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
、
移
植
希

望
者
は
三
万
人
以
上
い
ま
す
が
、
腎

提
供
の
登
録
者
は
五
万
人
く
ら
い
し

か
あ
り
ま
せ
ん
。
私
達
は
腎
提
供
を

拡
大
す
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

な
か
な
か
増
え
な
い
の
が
現
状
で
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
の
善
意
あ
る
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

市

長

日

誌
－

6

一
白
石
腎
友
会
に
つ
い
て
】

　
刈
田
病
院
に
も
人
工
腎
臓
に
よ
る

血
液
透
析
を
行
う
透
析
室
が
あ
り
ま

す
。
県
内
で
も
優
れ
た
透
析
室
で
、

治
療
を
受
け
て
い
る
患
者
も
他
の
透

析
施
設
と
比
べ
て
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。

現
在
、
患
者
数
三
十
四
名
で
、
白
石

市
内
二
十
八
名
、
市
外
六
名
で
す
。

　
白
石
腎
友
会
は
、
刈
田
病
院
で
腎

臓
病
の
治
療
を
受
け
て
い
る
患
者
の

会
で
す
。
し
か
し
・
、
現
在
ま
で
透
析

を
行
っ
て
い
る
患
者
し
か
入
会
し
て

お
り
ま
せ
ん
。
会
の
活
動
と
し
て
は
、

患
者
同
士
の
親
睦
を
は
か
る
た
め
の

各
種
の
行
事
、
病
気
に
つ
い
て
、
医

療
・
福
祉
な
ど
に
つ
い
て
の
学
習
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
腎
臓
病
に
苦
し
ん
で
い
る
人
で
入

会
を
希
望
す
る
方
、
ま
た
、
腎
臓
病

の
末
期
で
透
析
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
人
で
、
透
析
に
つ
い
て
の
話
を

聞
き
た
い
方
は
、
ぜ
ひ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

※
腎
提
供
に
つ
い
て
の
間
い
合
わ
せ

そ
の
他
の
連
絡
は
、
白
石
腎
友
会
・

自
石
市
桜
小
路
三
〇
　
刈
田
病
院
透

析
室
内
ま
で
ど
う
ぞ
。
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5
月
〈
市
役
所
庁
舎
内
〉

23

日
㈲
　
公
立
学
校
施
設
整
備
促
進
連

　
　
　
絡
協
議
会

28

日
㈹
　
広
域
水
道
対
策
特
別
委
員
会

29

日
伽
　
刈
田
蚕
業
振
興
協
力
会
総
会

宮
城
県
食
生
活
改
善
推
進
員

連
絡
協
議
会
白
石
支
部
総
会

課
長
会
議

議
会
運
営
委
員
会

課
長
会
議

白
石
防
犯
協
会
総
会

特
別
土
地
保
有
税
審
議
会

都
市
計
画
審
議
会

定
例
記
者
会
見

市
議
会
定
例
会
（
開
会
）

登
別
市
老
入
ク
ラ
ブ
親
善
交

流
　
　
　
（
エ
コ
ー
△
置
朗
）

刈
田
病
院
関
係
陳
情

　
　
　
　
　
　
　
（
県
庁
）

白
石
市
体
育
協
会
総
会

　
　
　
　
　
　
　
（
管
庄
）

地
域
の
発
展
を
考
え
る
市
町

村
長
懇
談
会

　
　
　
　
（
大
河
原
合
庁
）

日
本
公
園
緑
地
協
会
総
会

　
　
　
　
　
　
　
（
東
京
）

臼
石
市
自
衛
隊
父
兄
会
総
会

　
　
（
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

国
鉄
O
B
会
自
石
支
部
総
会

　
　
（
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

27

日
㈲

28

日
㈹

30

日
㈹

31

日
陶

た
ば
こ
耕
作
表
彰
式

　
　
　
　
（
中
央
公
民
館
）
｝
・

日
本
水
道
協
会
宮
城
県
支
部
靹

欝
備
促
進
駈
難
勢

宮
城
県
連
合
協
議
会
総
会
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
（
東
京
）
、
［

日
本
土
地
区
画
整
理
協
会
総
・

会
　
　
　
　
　
　
　
（
東
京
）

　
6
月

1
日
㈹
　
中
斎
川
地
区
裏
口
防
火
用
水
、

　
　
　
竣
工
祝
賀
会
　
　
　
（
斎
川
）
『

　
　
　
本
郷
第
一
地
区
婦
人
防
火
ク
、
F

　
　
　
ラ
ブ
結
成
総
会
　
　
　
　
　
　
考

　
　
　
　
　
　
（
本
郷
第
一
集
会
所
）
～

2
日
旧
　
小
原
地
区
敬
老
会

　
　
　
　
　
　
　
　
（
小
原
小
学
校
）
．

3
日
㈲
宮
城
県
肉
用
牛
繧
安
定
遷

　
　
　
金
協
会
監
事
会
・
役
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
（
＝
一
井
ア
ー
バ
ン
ホ
テ
ル
）
一

4
日
㈹
　
国
道
田
号
線
整
備
促
進
期
成

　
　
　
同
盟
会
総
会
　
（
舞
鶴
会
館
）

5
日
伽
　
白
石
商
業
近
代
化
協
議
会
総
』

　
　
　
会
　
　
　
　
（
商
工
会
議
所
）
ド

7
日
㈹
嬉
、
堀
謹
鵬
鉱

　
　
　
総
会
　
　
　
（
青
森
営
林
局
）
一

需
～
伽
醍
撃
会
　
｝

　
　
　
　
　
　
　
（
仙
南
広
域
庁
舎
）
“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
》一

　
　
　
白
石
市
観
光
協
会
総
会

　
　
　
　
　
　
　
　
（
舞
鶴
会
館
メ

　
　
　
白
石
市
商
店
会
連
合
会
総
会
’
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
菅
庄
）

12

日
伽
　
全
国
市
有
物
件
災
害
共
済
会
、

　
　
　
総
会
　
　
　
　
　
　
（
東
京
）
．

　
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

15

日
仕
　
全
国
治
水
砂
防
協
会
宮
城
県

　
　
　
支
部
総
会

　
　
　
　
（
三
井
ア
ー
バ
ン
ホ
テ
ル
）
・

　9’畦卍蓋’

噺
蟹
例

▽

』
渇

響
罫
　
ρ

’
レ
し

y
葺
■
と
、

で
」

　　　　らドフ
　　づ譜

》ニツ唇、」

葺

喪
、
勤

簸瑚

　　　罵幾矯癒

　　　　　　　　　　　　　　O一七ケ宿ダム

　6月18日・建設省が七ケ宿町の白石川に建設を進
めている「七ケ宿ダム」の工事現場で、工事の安全

を祈願し盛立式が行われ、昭和63年度の完成へ向け

本格的な工事がスタートしました。

　七ケ宿ダムは岩石を積み上げて造る「ロッグフィ

ルダム」で高さが93m、長さが565mで、東北でも最

大級の規模。完成は昭和64年3月で仙南・仙塩地区

8市11町約184万人の飲料水、工業用水の水源を確保

するほか、白石川流域のかんがいに役立づ’水がめ”

となります。

　　児童たちのクリーン作戦

　　　　　　　　　　　　　　O一斎川小学校

　6月18日、斎川小学校（近江昭三校長）の児童142

人が総出で学区内の旧国道沿い、約2㎞を清掃しま
した。

　同校は58年に「小さな親切」運動実行委員会を発

足させ、現在まで75人が実行章を受けています。こ

の日は、日本列島クリーン大作戦に協力しての清掃

活動で、児童たちは、ビニール袋を手に6つのグル

ープに分かれ、燃えるゴミ、燃えないゴミを熱心に

拾い集め、道行く人々に環境美化を呼びかけました。

わだし、

＜

白
石
市
総
合
防
災
訓
練

　
憂
書
f

蟄纏沸

▲深谷小学校プール開き（6月5日

▼白一小運動会（5月27日）

、

鞭選
、
　
　
糠

　
　
　
　
　
』
、
塾

へな　　　 ノ　レ　・郎統謹

O
1
6
月
1
2
日

加
入
者
ホ
ー
ム

倉

麗1懸騨源騨

f
　
欝

鰹
転
」
許

■●7



］退職者医療制度70歳未満の坊リーマンOBの万

F’8、

一一一■一醐　被扶養者　日一一’一
　被保険者本人の配偶者（婚姻の届出をしていないが

事実上婚姻関係と同様の事情にある人を含む）や三親

等内の親族であって、被保険者本人と同一の世帯に属

し、主としてその者により生計を維持している人が被

扶養者となります。ただし、年間収入が90万円（65歳

以上の人、または、一定程度の障害を有する人は140

万円）以上の人は被扶養者とはなりません。

　70歳（寝たきりの人は65歳）に達すると老人保健に移

ります。

　また、被保険者本人が老人保健に移ったり、死亡し

た場合は国保の一般被保険者となります。

確認され、つぎのような自己負担で診療をうけること

ができます。

曜被耀卸賑欝鷺尋
※詳しくは、保険課奮5－2111（内線151・152）まで。

7退職者医療制度70歳
　国民健康保険の加入者で、会社や役所・団体・学校

など永年勤めて年金をもらっている70歳未満の人およ

びその家族は、医療については国民健康保険から離れ

て、退職者医療制度に移り、その被保険者、扶養家族

として診療をうけることになります。

　なお、70歳に達すると老人保健に移ります。

●塵職者医療制度の加入者H　　一

一　被保険者　一一囮一一菌
　国民健康保険の加入者のうち、被用者年金受給者が

退職者医療制度の被保険者となります。

　被用者年金受給者とは、厚生年金や船員保険あるい

は各種共済組合から老齢（退職）年金を受けている人で

す。また40歳以後被用者年金の加入期間が10年以上あ

って通算老齢年金を受けている人も被保険者となります。

’ただし、70歳（寝たきりの人は65歳）に達すると老人

保健に移ります。

　　　　　　　胸◎

●1硬医者さんφガがり方lr一
　退職者医療制度の加入者には、保険証を交付します。

この保険証は一般被保険者のものとは違い、国民健康

保険退職被保険者証といいます。保険証には退職被保

険者および扶扶養者の氏名が記入されています。お医

者さんにかかる場合、窓口でこの保険証を提示します。

　これによって退職者医療制度の加入者であることが

白
石
市
小
原
財
産
区
議
会
議
員

　
昭
和
六
十
年
六
月
八
日
執
行
に
よ

る
白
石
市
小
原
財
産
区
議
会
議
員
選

挙
に
お
い
て
次
の
方
が
当
選
（
無
競

争
）
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

〔
届
出
順
番
号
〕

圭些へ七六五閥ミ⊇r

佐岩新高境冨斎高立半

藤松妻橋野樫藤橋川沢

長1乍継金敏永右貞定重
　　　　　　エ
市雄雄雄夫壽門枝男吉

囹
労
働
通
信
教
育
講
座

　
労
働
通
信
教
育
講
座
は
、
監
督
官

庁
で
あ
る
労
働
省
の
認
可
の
も
の
と

労
働
協
会
が
実
施
す
る
も
の
で
、
基

本
コ
ー
ス
と
2
つ
の
専
門
コ
ー
ス
（
①

労
働
法
、
②
労
務
管
理
）
の
3
コ
ー

ス
を
開
設
し
、
今
年
（
2
3
回
目
）
は

9
月
開
講
に
な
り
ま
す
。

▼
受
講
料
　
9
、
8
0
0
円

▼
募
集
締
切
日
　
8
月
2
0
日

▼
申
し
込
み
　
〒
莇
　
東
京
都
港
区

　
芝
公
園
1
－
7
－
6
　
中
退
金
ビ

　
ル
　
日
本
労
働
協
会
教
育
部
連
絡

　
指
導
課
盈
03
1
郷
1
0
1
5
1
へ
。

※
詳
し
く
は
、
市
商
工
観
光
課
ま
た

　
は
宮
城
県
商
工
労
働
部
へ
。

囹
市
営
住
宅
入
居
者
募
隻
中

◇
白
石
市
城
南
市
営
住
宅

▼
所
在
地
　
白
石
市
大
平
森
合
字
城

　
南
硯
、
市
役
所
よ
り
徒
歩
約
1
5
分
、

　
国
道
4
号
線
バ
イ
パ
ス
沿
い

▼
募
集
戸
数
　
4
戸
〔
6
・
6
・
7
餉
〕

　
3
D
K
中
層
耐
火
3
階
建

▼
家
賃
　
月
額
二
万
三
千
円

※
随
時
受
付
し
ま
す
の
で
、
市
役
所

建
設
課
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

幽
県
営
住
宅
入
居
者
募
集
中

◇
白
石
寿
山
住
宅

▼
所
在
地
　
白
石
市
緑
が
丘
二
番

▼
募
集
戸
数
　
1
0
戸
　
3
D
K
中
層

　
耐
火
5
階
建

▼
家
賃
　
月
額
一
万
三
千
六
百
円
～

　
　
　
　
　
　
一
万
五
千
八
百
円

▼
受
付
日
時
と
場
所
　
7
月
8
日
㈲

　
午
前
1
0
時
～
1
1
時
　
白
石
市
役
所

　
建
設
課

晒
寿
山
団
地
宅
地
分
譲

▼
所
在
地
　
白
石
市
緑
が
丘
地
内

▼
募
集
区
画
数
　
照
区
画

▼
1
区
画
当
り
の
価
格
　
四
百
万
円

　
か
ら
一
千
百
八
十
六
万
円
ま
で

▼
募
集
期
間
　
昭
和
6
0
年
3
月
31
日

　
ま
で
随
時
受
付

▼
申
込
用
紙
の
配
布
と
受
付
場
所

　
白
石
市
役
所
建
設
課
ま
た
は
宮
城

　
県
住
宅
供
給
公
社
・
用
地
管
理
課

　
（
曾
仙
台
0
2
2
2
1
6
1
1
6

　
1
6
1
）
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ

　
さ
い
。

8

◎
翻
曝
＠
鳴

丸
干
し
い
わ
し
の
カ
レ
ー
マ
リ
ネ

　　、・　騨
　　’鷺溝

金子トヨさん〔大鷹沢

【
材
料
】
　
（
4
人
分
）

丸
干
し
い
わ
し
8
～
皿
尾
、
酒
大
さ

じ
ー
、
小
麦
粉
大
さ
じ
2
、
玉
ね
ぎ

1
個
、
に
ん
じ
ん
4
0
9
、
ピ
ー
マ
ン

2
個
、
A
（
酢
大
さ
じ
3
、
サ
ラ
ダ

油
大
さ
じ
5
、
塩
小
さ
じ
％
、
カ
レ

ー
粉
大
さ
じ
ー
）
、
揚
げ
油
。

【
作
り
方
】

①
い
わ
し
は
酒
を
ふ
っ
て
5
～
6
分

　
お
き
、
水
気
を
ふ
い
て
小
麦
粉
を

　
ま
ぶ
し
て
お
く
。

②
玉
ね
ぎ
は
半
月
の
薄
切
り
に
し
、

　
水
に
さ
ら
し
て
お
く
。

③
に
ん
じ
ん
は
線
切
り
、
ピ
ー
マ
ン

　
は
薄
い
輪
切
り
に
。

④
A
の
材
料
を
よ
く
混
ぜ
て
お
く
。

⑤
㎜
℃
位
の
揚
げ
油
で
①
を
揚
げ
て

　
バ
ッ
ト
に
並
べ
、
②
、
③
、
④
を

　
加
え
て
3
0
分
以
上
漬
け
ま
す
。

◎
こ
れ
が
、
カ
ル
シ
ウ
ム
補
給
と
し

て
よ
く
食
卓
に
出
る
「
わ
が
家
の
味
」

で
す
。

へ
ご
存
知
で
す
か
？

　
H
減
塩
食
の
く
ふ
う
1
1

　
健
康
づ
く
り
の
た
め
に
、
「
う
す
味

の
食
事
が
い
い
」
と
い
う
こ
と
は
、

す
で
に
ご
存
知
の
こ
と
と
思
い
ま
す

が
、
わ
か
っ
て
い
て
も
な
か
な
か
直

せ
な
い
の
が
食
習
慣
。
そ
こ
で
次
の

よ
う
な
工
夫
で
よ
い
食
習
慣
を
つ
け

た
い
も
の
で
す
。

◆
ゆ
っ
く
り
慣
ら
す

　
　
た
い
て
い
の
人
は
一
日
に
1
5
～

20

9
の
食
塩
を
と
っ
て
生
活
し
て

い
ま
す
（
適
塩
は
一
日
1
0
9
以
下
）
。

こ
れ
を
い
き
な
り
減
ら
す
の
は
か

な
り
苦
痛
で
す
。
あ
せ
ら
ず
に
少

し
ず
つ
減
ら
し
て
い
き
、
う
す
昧

の
料
理
に
慣
れ
る
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。
全
部
の
料
理
を
う
す
味
に

せ
ず
、
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
料
理
に

は
ふ
つ
う
に
塩
を
使
い
、
こ
れ
に

塩
気
の
少
な
い
料
理
を
つ
け
合
わ

せ
る
よ
う
に
す
れ
ば
、
早
く
慣
れ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
持
ち
味
本
位
の
食
品
を

　
　
肉
、
魚
、
野
菜
を
問
わ
ず
新
鮮

　
な
食
品
、
季
節
の
食
品
は
持
ち
味

　
が
ハ
ッ
キ
リ
し
て
い
ま
す
。
こ
う

　
い
う
も
の
は
、
う
す
味
も
け
っ
こ

　
う
お
い
し
く
食
べ
ら
れ
る
も
の
で

　
す
。
漬
け
物
も
た
く
あ
ん
の
よ
う

　
な
保
存
漬
け
よ
り
、
ぬ
か
み
そ
漬

　
け
の
よ
う
に
野
菜
の
持
ち
味
を
生

　
か
し
た
も
の
を
食
べ
る
よ
う
に
し

　
ま
し
よ
う
。

◆
だ
し
・
酒
・
油
を
使
う

　
　
味
つ
け
を
塩
、
し
ょ
う
ゆ
、
砂

　
糖
だ
け
に
た
よ
ら
ず
、
だ
し
を
濃

　
く
酒
で
風
昧
を
つ
け
、
油
を
う
ま

　
く
使
う
と
塩
は
少
な
く
て
す
み
ま

　
す
。

◆
酢
の
味
を
加
え
る

　
　
酢
の
も
の
は
塩
が
少
な
く
て
も

　
お
い
し
く
食
べ
ら
れ
る
料
理
で
す
。

　
ま
た
、
揚
げ
も
の
に
し
そ
や
レ
モ

　
ン
を
絞
っ
て
か
け
る
の
も
、
塩
の

　
と
り
方
が
少
な
く
、
し
か
も
食
欲

　
を
増
す
よ
い
方
法
で
す
。

◆
つ
け
じ
ょ
う
ゆ

　
　
　
か
け
じ
ょ
う
ゆ
に
注
意

　
　
漬
け
物
、
お
ひ
た
し
、
大
根
お

　
ろ
し
な
ど
に
気
安
く
し
ょ
う
ゆ
を

　
か
け
て
い
る
と
、
す
ぐ
1
9
以
上

　
の
食
塩
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
し
ょ
う
ゆ
や
ソ
ー
ス
は
か
け
る
よ

　
り
、
つ
け
て
食
べ
る
方
が
塩
分
が

　
少
な
く
て
す
み
ま
す
。

白石市

考

昭和60年6月1日日査調消費生活モニター調査結果
備備

上昇品目：砂糖、サラ

ダ油、牛乳、バター、

テイッシュペーパー、

ラップ、理髪料1、　「パー

マネント料、軽油、

重油

下降品目：マーガリン

プロパンガス

横ばい品目1しょう油

小麦粉、食パン、カレ

ーラfス、灯油、レギ

ュラーガソリン

対溺月価格比

　　1．1％

1．0

△0．5

　2．1

　2．9

　2．0

　0．5

△0．6

1．8

1．2

！．o

l．3

翻鞠酪
　　270円

　　454

　　395

　　217

　　155

　　199

　　233

　　385

　　148

　　199

5，144

　　438

1，514

5，162

1，345

1，376

　　145

　　　97

　　　76

平均値
　　273円

　　454

　　399

　　217

　　155

　　198

　　238

　　396

　　151

　　200

5，115

　　438

1，542

5，225

1，345

1，376

　　145

　　　98

　　　77

最低嬉
　　258円

　　418

　　370

　　205

　　150

　　185

　　198

　　378

　　118

　　155

5，000

　　370

1，400

4，500

1，300

1，350

　　145

　　　90

　　　74

最高嬉
　　290円

　　490

　　445

　　230

　　170

　　215

　　280

　　430

　　180

　　248

5，140

　　450

1，800

6，000

1，450

1，450

　　14s

　　100

　　　80

　銘柄・規格
上　自　糖　　　1kg
本醸造上級濃口　1．84
　（びん代込み）

ポリ容器入り　700g

薄　力　粉　　　1kg

並　　　食　　　1袋

ソフトカルトン入り　　225g

紙容器入り　1，000αc

カルトン入F）　　2259

400枚（200組）紙箱入り

巾畠30cm長さ20m（一巻）

10㎡　　　　　（気体）

並　　　食　　（一皿）

小学生調髪（洗髪を含む）

コールド（ショートカット及
びセ7ト含む》

店頭価格　　1留
酉己3…垂孝斗うムみ　　　　　182

1　　ゼ　　現　　金

1　　彦　　現　　金

1　　ぎ　　現　　金

　最　　名
1．砂　　糖
2．しょう油
3．サラダ油
4．小麦　粉
5。食　パ　ン

6、マーガリン
7、牛　　乳
8．バ　タ　ー
9．　ティッシュペーパー

10。ラ　ッ　プ
11。プロパンガス

12．カレーライス

13．理髪料
14．パーマネント料

蔦，灯　　 油

16．　レギュラーヴソリン

17。軽　　油
18．A　重　油

9



h口

宙

厨

薗

易

南
米
原
産
の
果
実

　
　
ペ
ピ
ー
ノ
栽
培
に
挑
戦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
室
　
弘
さ
ん

メ
ロ
ン
と
洋
な
し
を
ミ
ッ
ク
ス
し
た
さ
わ
や
か
な
味
“
最
近
、

若

者
や
女
性
に
入
気
が
あ
る
果
実
「
ペ
ピ
’
ノ
」
の
試
験
栽
培
に
取
り
組

ん
て
い
る
白
石
市
農
村
機
能
集
団
（
新
山
民
夫
会
長
・
会
員
二
十
四
入
）
の
担
当
者
か
ら
栽
培
に
つ
い
て
の
講

同
事
務
局
長
小
室
弘
さ
ん
（
一
…
　
▽
白
石
市
小
原
字
後
二
八
1
1
。
　
　
習
会
を
受
け
ま
し
た
が
、
い
ず
れ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
担
当
者
も
実
栽
培
の
経
験
が
な
い
こ

　
ビ
タ
、
、
、
ン
豊
富
な
フ
レ
ッ
シ
ュ
フ
ル
ー
ツ
「
ペ
ピ
ー
ノ
」
は
、
ナ

ス
科
の
植
物
で
、
温
暖
な
ア
ン
デ
ス
山
脈
地
帯
ヘ
コ
ロ
ン
ビ
ア
、
ペ

ル
ー
、
チ
リ
）
が
原
産
地
で
す
。

　
ペ
ピ
ー
ノ
試
作
は
、
県
園
芸
試
験
場
で
試
験
栽
培
の
研
究
が
な
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
一
般
農
家
で
栽
培
す
る
例
は
あ
ま
り
な
く
、
当
市

　
　
　
　
　
〆
　
　
剛
　
　
　
f
　
　
樹
『
噸
L
、
　
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
、
馬
κ
翠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
」

激

μ
イ
ー
ー

〆，
撃

、
咳
．

畦

　
　
、

鰍
撫

　
緒　

噛
　
、
暁

　
ヂ

些

ー
．
訟

一
の
農
村
機
能
集
団

の
若
手
農
業
後
継

者
六
人
が
、
こ
れ

．
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

叛．，翻

　
栽
培
し
て
い
る

六
人
は
、
弘
さ
ん

を
は
じ
め
、
大
浦

勝
広
さ
ん
、
矢
内

．
茂
さ
ん
、
大
泉
清

光
さ
ん
、
佐
藤
義

広
さ
ん
、
大
野
順

市
さ
ん
で
す
。

　
ペ
ピ
ー
ノ
栽
培

は
、
市
農
林
課
が

同
集
団
へ
「
珍
し

い
未
知
の
フ
ル
ー
ツ
だ
が
、
取
り
組

ん
で
み
て
は
」
と
呼
び
か
け
、
小
室

さ
ん
ら
は
仲
間
と
話
し
合
っ
た
結
果
、

「
比
較
的
栽
培
し
や
す
・
＼
お
も
し

ろ
そ
う
だ
。
さ
っ
そ
く
手
が
け
て
み

よ
う
」
と
試
作
に
挑
戦
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　
弘
さ
ん
ら
は
四
月
初
め
に
、
市
農

林
課
、
農
業
改
良
普
及
所
、
市
農
協

と
か
ら
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
参
考
に
す

る
程
度
の
講
習
会
で
し
た
。

　
市
が
購
入
し
た
苗
木
三
百
本
を
譲

り
受
け
た
弘
さ
ん
ら
は
、
五
十
本
ず

つ
に
分
配
し
、
五
月
か
ら
○
・
五
■

の
ハ
ウ
ス
栽
培
と
露
地
栽
培
両
方
の

方
法
で
定
植
し
ま
し
た
。

　
当
初
二
十
セ
ン
チ
程
度
の
苗
木
は

現
在
五
十
セ
ン
チ
ほ
ど
に
生
育
し
、

ジ
ャ
ガ
イ
モ
に
似
た
薄
紫
色
の
花
を

つ
け
咲
き
始
め
ま
し
た
。

　
小
室
さ
ん
は
、
　
「
定
植
期
は
花
が

咲
く
ま
で
が
楽
し
み
で
し
た
。
順
調

に
行
け
ば
今
後
は
着
果
し
て
結
実
す

る
は
ず
、
九
月
末
か
ら
十
月
ご
ろ
の

収
穫
期
が
早
く
来
る
よ
う
に
と
気
が

も
め
ま
す
」
と
収
穫
へ
の
期
待
を
語

り
、
　
「
仲
間
と
一
緒
に
栽
培
に
成
功

し
て
『
ペ
ピ
ー
ノ
』
が
市
の
特
産
品

に
で
も
な
れ
ば
…
…
」
と
抱
負
を
交

え
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　悟　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆb　　　　　　　　　　　　　　　　画｛　　　　　　　　　　　　　　　鵬▲　　　　　　　　　　　　　　4■　　　　　　　　　　　　　面、　　　　　　　　　　　　‘塵・　　　　　　　　　　　欄レ　　　　　　　　　　　幅駈　　　　　　　　　　‘　　　　　　　　　－
醒
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』張－

　　　　轟　　　頑　　蔀　三ぼ　直卑　二
F畠

　
当
市
の
シ
ン
ボ
ル
蔵
王
山
に
は

い
ろ
ん
な
謎
が
あ
る
。
第
一
に
蔵

王
と
い
う
名
の
山
は
な
く
て
、
南

　
　
　
　
　
　
　
　
が
ん
　
と
　
や
ま

は
不
忘
山
か
ら
北
の
雁
戸
山
に
つ

ら
な
る
山
々
を
総
称
し
て
蔵
王
山

と
い
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
蔵
王
連

峰
と
い
っ
た
方
が
正
し
い
。
蔵
王

の
山
名
に
つ
い
て
は
普
通
、
「
白
鳳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
ん
み
ょ
う
し
ょ
う
に
ん

年
間
（
七
世
紀
中
頃
）
願
行
上
人

　
　
　
　
　
　
　
き
ん
　
ぷ
　
ざ
ん

が
大
和
國
吉
野
の
金
峰
山
に
鎮
座

　
　
　
　
　
ド
　
ん
げ
ん

す
る
蔵
王
権
現
の

分
霊
を
刈
田
山
頂

（
不
忘
山
と
も
い

う
）
に
移
し
て
山

名
を
蔵
王
と
し
た
」

と
い
う
の
が
一
般

の
説
で
あ
る
。
こ

の
願
行
は
有
名
な

撫
徹
舞
茗
は
脂

つ
の角

）
の
叔
父
だ
と

伝
え
て
い
る
。
役

行
者
は
奈
良
時
代

山
岳
信
仰
を
弘
め

　
じ
つ
じ
つ
し
　

た
呪
術
者
で
、

レコ　　
　
　
　
　
　
名

レ
　
　
の

卸
③
細

阯銀

　
　
　
　
　
　
後
に
世
を
惑
わ
す

と
い
う
罪
で
伊
豆
に
流
さ
れ
た
修

け
ん
と
ろ

験
道
（
山
伏
）
の
開
祖
で
あ
る
。

し
か
し
願
行
が
蔵
王
権
現
を
祀
り

蔵
王
山
の
名
付
け
親
に
な
っ
た
の

は
後
世
の
作
り
話
で
あ
ろ
う
。
金

峰
山
は
南
大
和
の
霊
山
で
、
万
葉

集
に
も
「
み
吉
野
の
金
の
み
岳
」

と
詠
ま
れ
、
黄
金
を
埋
蔵
す
る
山

　
　
　
　
　
　
か
ロ
み
ロ

と
信
じ
ら
れ
、
金
峰
神
社
が
安
置

さ
れ
古
代
か
ら
天
皇
や
貴
族
の
厚
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5

い
信
仰
を
受
け
て
い
た
。
平
安
時
幽

代
の
初
め
、
修
験
者
に
よ
っ
て
山
噛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぴ

中
に
蔵
王
堂
が
建
て
ら
れ
フ
て
こ
に
か

蔵
王
権
現
が
祀
ら
れ
た
の
が
蔵
王
球

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

信
仰
の
始
ま
り
で
あ
る
。
権
現
と
｛

い
う
の
は
仏
教
が
作
っ
た
神
で
恋

体
は
仏
で
あ
る
。
い
つ
の
時
代
か
ひ

不
明
だ
が
蔵
王
連
峰
の
最
高
峰
た
瞭

る
熊
野
岳
の
山
頂
に
蔵
王
権
現
の
轟

　
　
　
　
　
　
外
に
熊
野
権
現
・
呼

　
　
　
　
　
　
は
ぐ
さ
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ

　
　
　
　
　
　
白
山
権
現
の
三
神
阜

　
　
　
　
　
　
が
祀
ら
れ
て
い
た
炉

　
　
　
　
　
　
が
、
他
の
二
つ
の
鼠

権
現
は
時
代
の
流
証

れ
と
と
も
に
失
な

わ
れ
蔵
王
権
現
だ
一

け
残
っ
て
山
の
総

称
に
な
っ
た
の
が

真
相
ら
し
い
。
三

権
現
が
祀
ら
れ
た

の
は
鎌
倉
時
代
以

後
の
こ
と
で
あ
っ

た
と
思
う
。
し
か
も
こ
こ
の
蔵
王

権
現
は
大
和
か
ら
越
後
國
（
新
潟

県
）
長
岡
市
郊
外
に
移
さ
れ
た
金

峰
神
社
の
蔵
王
権
現
で
、
大
和
か

ら
の
直
移
入
で
な
く
、
裏
日
本
方

面
か
ら
入
っ
た
も
の
だ
と
の
説
も

あ
る
。
な
お
蔵
王
町
宮
や
刈
田
岳

の
刈
田
嶺
神
社
と
蔵
王
権
現
信
仰

は
全
く
別
な
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
（
市
史
編
さ
ん
室
）

プ0

イ
ド
ル
一
．
、

わが家のア

㌻一腿翫　笠」誓　

　酒井　利彦ちゃん（大鷹沢）

　利益さん、静子さんの長男

　ママからひとこと

　　”勇ましく陽気な気持ちを

　　　　　　　を忘れずに”

』幽

「ぼくらの実験」

一条　正幸（福岡小6年

わたしの

　ウ暫曾勿
く敷、　　強　へ

霧　．姦硬襲　峰

「運動会」

　原和則（斎川小1年

市
民
文
芸

〔
投
稿
さ
れ
る
方
へ
〕
毎
月
十
五
日
ま
で
に
一
人
三
首
、
封
書
ま
た
は
ハ
ガ
キ

に
住
所
、
氏
名
を
明
記
の
う
え
、
市
総
務
課
広
報
係
（
白
石
市
桜
小
路
三
五
）

へ
。
短
歌
・
俳
句
の
併
記
は
不
可
。

　
歌
　
　
壇
一

亡
き
姑
の
忌
は
近
づ
き
ぬ
朝
の
庭
白
き
ア
イ
リ
ス
の

花
も
咲
き
初
む
　
　
　
　
　
　
　
高
子
　
右
近

田
植
終
え
身
重
の
嫁
を
案
じ
つ
つ
送
り
来
し
新
茶
に

ひ
と
日
く
つ
ろ
ぐ
　
　
　
　
　
　
　
川
村
　
静
恵

田
植
機
は
す
で
に
野
を
去
り
夕
暮
の
畔
に
蛙
の
喘
く

音
た
か
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菊
地
　
静
枝

昏
れ
な
づ
む
狭
庭
の
隅
の
大
で
ま
り
白
く
ほ
の
か
に

花
明
り
す
る
　
　
　
　
　
　
　
　
八
島
　
青
蘭

視
力
表
す
ら
す
ら
読
み
し
人
の
あ
り
眼
を
病
む
吾
は

羨
や
み
て
聞
く
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
崎
　
澄
子

病
む
足
を
も
み
て
呉
れ
に
し
吾
子
の
手
の
温
り
嬉
し

花
咲
く
夜
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
和
歌
子

久
々
に
墨
の
匂
ひ
の
快
く
筆
を
持
つ
手
に
力
こ
も
れ

り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
甲
斐
　
邦
男

外
出
の
夫
の
帰
宅
を
案
じ
つ
つ
外
灯
点
す
と
庭
に
出

て
み
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
崎
　
と
く

新
緑
に
光
れ
る
山
を
愛
で
な
が
ら
峡
田
の
畦
に
夫
と

茶
を
呑
む
　
　
　
　
　
　
　
　
山
田
　
　
濱

鉢
植
え
の
白
く
小
さ
き
野
の
す
み
れ
陽
当
る
店
先
に

つ
つ
ま
し
く
咲
く
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
い
く

「
評
」
気
負
う
こ
と
な
く
す
ら
り
と
詠
ん
だ
作
品
に

　
私
は
好
感
が
持
て
る
。
一
首
目
高
子
さ
ん
の
歌
は

　
亡
き
姑
に
寄
せ
る
思
い
と
、
今
年
も
思
い
出
の
ア

　
イ
リ
ス
の
花
が
咲
き
初
め
た
作
者
の
感
懐
が
一
体

　
と
な
り
美
し
い
。
二
首
目
川
村
さ
ん
の
歌
、
労
働

　
の
後
に
送
っ
て
来
た
新
茶
に
く
つ
ろ
ぎ
な
が
ら
身

　
重
の
嫁
に
思
い
を
は
せ
る
、
優
し
い
心
情
が
良
い
。

　
三
首
目
菊
地
さ
ん
の
歌
、
機
械
化
さ
れ
た
現
代
農

　
業
と
昔
と
変
ら
ぬ
蛙
の
音
が
作
者
の
歌
心
を
か
き

　
た
て
る
、
歌
材
は
自
分
の
心
次
第
で
ど
こ
に
で
も

　
あ
る
と
思
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
股
　
兵
三
選

　
　
俳
　
壇

ダ
ム
底
の
位
置
に
満
開
山
ざ
く
ら
　
　
日
下
　
　
文

（
評
）
七
ケ
宿
の
ダ
ム
工
事
も
か
な
り
急
速
に
進
ん
で
い
る
。
ダ

　
ム
底
に
ま
だ
工
事
場
や
樹
木
が
残
っ
て
い
る
が
、
そ
の
位
置

　
に
山
ざ
く
ら
が
満
開
に
咲
い
て
い
て
美
し
い
景
を
な
し
て
い

　
る
。
位
置
と
云
っ
た
所
に
新
人
ら
し
さ
が
あ
る
。

母
の
日
や
ヴ
ェ
ネ
チ
ヤ
グ
ラ
ス
出
し
て
待
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
青
木
　
良
子

（
評
）
ご
主
人
も
子
供
さ
ん
も
外
国
旅
行
を
さ
れ
る
機
会
が
多

　
い
の
で
あ
ろ
う
。
贈
ら
れ
た
ヴ
ェ
ネ
チ
ヤ
で
の
眼
鏡
を
し
て

　
母
の
日
を
待
つ
母
で
あ
る
。

筍
の
旬
の
ご
飯
の
か
ほ
り
よ
し
　
　
　
草
野
　
美
沙

（
評
）
出
盛
り
時
の
筍
の
旬
で
あ
る
。
さ
す
が
に
炊
き
込
ん
だ

　
筍
ご
飯
の
香
り
が
強
く
お
い
し
い
。
平
明
だ
が
感
じ
が
あ
る
。

う
す
く
と
も
筍
走
り
味
と
し
て

掘
り
た
て
と
言
う
筍
の
土
匂
う

つ
つ
が
な
き
母
の
便
り
が
母
の
日
に

母
の
日
に
母
と
呼
ば
れ
る
幸
せ
も

裏
山
の
筍
孫
の
背
丈
ほ
ど

女
生
徒
の
胸
膨
ら
め
り
更
衣

雨
止
む
間
筍
掘
っ
て
初
出
荷

◎
来
月
の
課
題
は
草
茂
る
、

佐
藤
　
周
子

大
庭
　
良
子

佐
藤
　
善
夫

鈴
木
　
民
子

太
田
　
敏
子

勅
使
瓦
令
造

中
村
　
み
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
鮎
そ
の
他
で
作
句
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
七
月
句
会
は
七
月
二
十
八
日
に
中
央
公
民
館
で
行
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
貞
二
選
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■文化財めぐり参加者募集

■日時　7月19日㈹雨天決行

〉集合時問と場所　午前8時10分

　市役所前

〉募集人数　90名

〉参加料　3，000円（昼食各自）

1〉見学地　小牛田山神社⇒片倉藩

　所領地⇒旧毛利邸⇒志賀直哉生

　家跡⇒住吉公園⇒ハリストス教

　会堂⇒瑞厳寺など。

レ受付　7月5日午前8時30分か

　ら7月10日まで、ただし定員に

　なり次第締切ります。

レ講師　白石市文化財保護委員会

　　　　委員長　中橋　彰吾氏

〉申し込み　教育委員会社会教育

　課（内線411）へどうぞ。

■在宅心身障害（児）者

　七ッ森希望の家宿泊訓練
　実施に伴う参加者募集

　家庭の中にとじこもりがちな子

どもに仲間を持たせ、日常生活の

あり方や機能訓緯の糸口をみつけ

させるよい機会ですので、ご参加

ください。

〉期日　8月5～7日（2泊3日）

レ場所　大和町吉田字童子沢21

　　　宮城県七ッ森希望の家

〉申し込み　準備の都合上7月15

　日まで福祉事務所（内線139）

へどうぞ。

■う一めん料理教室
〉日時　7月23日（穴）午前10時～

12時

〉場所　働く婦人の家

〉内容　う一めんをおいしく食べ

　る調理法

レ受講料　無料（ただし、材料費

個人負担）

〉募隻人員　25名

〉申し込み　7月18日（木）まで働く

婦人の家君5－5095へどうぞ。

プ3

■レザークラフト教室

〉日時　7月19日働午前9時30

　分～午後3時
〉場所　働く婦人の家

〉内容　革の札入れ

》受講料　無料（ただし、材料費

個人負担）

〉募集人員　15名

レ申し込み　7月15日（月）まで働く

婦人の家燈5－5095へどうぞ。

■親と子のスキンシップ教室

レ日時　7月29日（月）午前9時～

　午後3時
》場所　働く婦人の家

〉内容　どなたでも、かんたんに

　できる和紙工芸

①筆立またはペン立て②ドリ

　ームケース③小物入れ④ビ
　デオケース　⑤メガネスタンド、

　この中から、好きなものを1つ

　選んでください。

＞受講料　無料（ただし、教材費

個人負担）

〉募集人員　小4～中3まで10組

　（親と子）

レ持参するものはさみ、ものさし

〉申し込み　7月20日（土）まで働く

婦入の家奮5－5095へどうぞ。

■白石女子高等学校

　　　　　　　開放講座

　自女校では、教育機能を広く開

放し、地域社会の文化向上の発展

に寄与することを目的とし、次に

より開放講座を開設します。

〉講座　　「ふるさとの歴史」　「先

　人の知恵に学ぶ」　「身近な生活

　をふりかえる」

〉会場　白石女子高等学校

1》対象　地域一般成人

1》申し込み　受講希望者は、白女

　校留5－218！へお申し込みくださ

　い、⊃

〉申し込み期限7月27日（土）正午まで

たばこは市内で買いましょう

圃宮城県警察官募集
　宮城県では、昭和61年4月採用

の警察官を募集します。

○受験資格及び採用人員

　昭和33年4月2日から昭和43年

　4月1日までに生まれた男子。

☆A区分～約40名、大学卒業者

　　（短期大学を除く）または昭和

　61年3月卒業見込みの者及びこ

　れらと同等以上の経歴を有する

　と認められる者。

☆B区分～約35名、A区分以外の者。

○願冒：受｛寸期間

　昭和60年8月12日（月）から9月3

　日（火）まで。

○試験日及び場所

　昭和60年9月22日（日）

　A区分＝仙台市宮城県工業高校

　B区分＝大河原合同庁舎または

　　　　　仙台市

O問い合わせ先

　詳しくは、白石警察署奮5－2138

　または最寄りの派出所、駐在所

　へお問い合わせください。

■自衛官募集
〉応募資格　18歳から25歳未満の

　男子（来春高校卒業予定者含む）

〉待遇　初任給101，400円（衣食住

　は無料または貸与）、定期昇給・

　年1回、賞与・年4．9ヵ月分、そ

　の他諸手当あり。

レ身分保障　特別職国家公務員

〉応募の相談　市役所、市民課ま

　たは大河原募集事務所智02245－

　3－2185までどうぞ。

■税務職員募集
1〉受験資格　昭和40年4月2日か

　ら昭和43年4月1日までに生ま

　れた方

〉申し込み受付期間と甲し込み先

　7月10日（水）から7月17日1水）まで

　に人事院東北事務局（〒980仙

　台市本町三丁目2－23仙台第二

　合同庁舎）へ。

※申し込み用紙の請求など、詳し

いことは、人事院東北事務局、ま

たは最寄りの税務署の総務課へ。

公民館だより

☆夏季教材映画
　　　“16ミリフイルム”

　　　　　のセット貸し出し

　夏休み期間を中心に、16ミリ教

材映画を貸し出します。貸し出し

期間及び教材は次のとおりです。

セット以外のフfルムもあります

ので、希望される方は中央公民館

奮4－5377・6－2453へどうぞ。

■婦人団体一泊研修会

　よりよい地域づくりのために

わたしたち婦人が果たす役割・地

域社会の連帯などについて、気楽

に話し合い、暖かい友情の輪を広

げようとするものです。

》主催　白石市教育委員会、白石

　市中央公民館

〉期日　8月10日（土〉～11日（日）

〉対象者　市内に居住する婦人

　（20歳以上）

》募集人員　40名

レ研修会場　自石市中央公民館

＞参加費用　1人1，500円

〉申し込み方法　婦人団体に所属

の方は、婦人団体に、団体所属

でない方は、教育委員会社会教

育課（内線411）へ7月31日ま

　でお申し込みください。

　よりよい地域づくりのために、

①7月20日～7月30日

あいうえお（42分）

はだしのジョゼ（40分）
松葉づえの少年（18分）

アルプスの少女ハfジNo3（30分）
お・やゆびひめ佗0分1
りゅうのあめ（10分）

わたんぺとすばらしい仲間（40分）
七ひきの子やぎ（10分）
ぼくの熊おじさん〔46分）

②8月1日～8月8日

おじいちゃんのお・くりもの142分）
チビ六二死満塁（51分〕
紅ばら白ばら侶7分）
二，レスのふしぎな旅No2（30分）
バズーカ先生と子どもたちr30分1
火事と子馬（22分1
花さき山⑫0分）
鬼のかたうで（11分）

ケンダのいたずら日記（40分1

③8月10日～8月紛日

ぼくとギダーとおじいさん（43分）
バト｝はVサイン（51分1
シャベルにかける青春〔48分）
キャンデイーキャンディー〔30分）
テレパスクマーラー宇宙の旅一（25分1
花のき村と盗人たち〔26分）
マッチ売りの少女（10分）
南極犬タロ（26分）

お母さんとぼくの出発〔42分）

＠｝8月2盲日～8月29日

てんぐ祭りとガキ大将（45分1
おかあさん（40分1
アッちゃんの詩ぐ35分）
苺が運んだ手紙（32分）
こんにちは風さん（30分）
銀河鉄道999No1（25分）
とびだすなパンヴちゃん（14分1
ひやまのおんがえし〔10分）
小きな愛の終わり143分）

○図書館○
☆夏休み子ども会
　ちぎり絵あそびと読み聞かせ

〉日時　7月29日（月）午前10時

〉場所　白石市図書館

〉内容　○いろいろな紙をちぎっ

　て台紙にはる楽しいちぎり絵あ

　そび。O白石の昔ばなしや民話

　のほか楽しい絵本の読み聞かせ。

〉協力　白石絵本をたのしむ会

※ちぎり絵の材料は図書館で用意

します（無料です）。子ども同志、

親子で参加してください。

☆7月、8月の
　　　特集コーナー

　太平洋戦争、第二次世界大戦な

どの戦争記録、戦争体験記を特集

コーナーに用意しました。

　夏休みに入ると、小学生、中学

生の利用も多く、原爆・被爆時の

記録、体験記などの図書が熱心に

読まれています。

　お父さん、お母さん方もお子さ

んといっしょに戦争について考え

てみませんか。

☆手づくり絵本講習会
　　“誰にでもできる

　　　　楽しい絵本づくり’◎

〉日程と内容　第1回、7月25日

　（木）「絵本のシナリオの作り方」

　第2回、8月1日（木）「本の中身

　作り・製本」　第3回、8月6

　日（火）「製本・完成」

※どの日も受付は9時。

　9時30分～12時まで講習。

〉場所　白石市図書館

〉講師　白石絵本をたのしむ会

　　　　　　鈴木智恵、子さん

〉対象　小学生（親子）から一般

＞受講料　材料費200円（実費）

レ申し込み　7月18日㈲まで、自

　石市図書館雪6－3004へお申し込

　みください。

※初日には筆記用具を持参してく

ださい。40名で締め切ります。

☆夏季開館時間を延長
》期間　7月22日（月）～8月10日（上）

　（日曜日と7月31日（水）は、休み

　ます）

〉時間　午前9時～午後6時

　
　
新
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お亙㌧しら

，無52餌叡代動、

，7月・

市『役所』の、所’在地一

白石術享桜小路35

層市民参加による

　　クリーン作戦

　「小さな親切」運動白石支部で

は、次により市民の皆さまの参加

をいただきクリーンf乍戦を実施し

ますので、ご参集ください。

〉日時　7月7日（日）午前9時から

　約1時間ぐらい。

〉集合場所　白石市民会館前

レ実施内容　白石市の顔とされて

　おる市民会館前、沢端川畔の除

　草などの清掃。

※参加される方へ、紙帽子とごみ

袋ぐ手袋は支部で用意しますが、

かまや草ぼうきなど持参いただく

ようお願いします。

　詳しくは、事務局白石市字中町

28番地松野金夫宅a6－2465へお間

い合わせください。

の一　　　　尋晦　酬》一

☆7月1日鮎の解禁目
　　　ふるさとの

　　　　　白石川で釣を

　7月1日は、白石川の鮎の解禁

目です。自石川漁協組合では、中

新田産600kgと琵琶湖産300㎏の稚

アユを放流しております。

※遊漁証などの問い合わせは、組

合事務所・東小路19、組合長・十

二村盛英宅a6－2069へどうぞ。

がけ崩れにご注意を，イノ

　今の時期は、梅雨や台風の到来

が多く、各地においてがけ崩れに

よる災害が多発し、尊い人命や家

屋の流失による事故が、新聞・テ

レビ等により報道されています。

日ごろから次のようなことに充分

注意をしておきましょう。

O地震のときや100mm以上を越す

　大雨のとき。

○がけのまわりを日ごろから点検

　し避難先を決めておく。

※がけをけずったり、水路をつく

るときは、市役所・建設課a5－

2111（内線243・264）または大河原

土木事務所へご相談ください。

　　郷土資料収集のため
　　　　100万円を寄附
　6月24日、故片倉家15代当主片’

、倉信光氏の夫人輝さんが市役所を、

、、訪れ、故人の遺志により、自石郷／

1：土歴史資料収集保存資金に役立て・

・てくださいと100万円を川井市長に

第35回
‘白社会を明るくする運動’。

　7月1日～7月31日

防ごう非行！助けよう立ち直り！

　最近の少年非行は、数字的には

横ばいの傾向がうかがえるものの、

内容的には、覚せい剤・シンナー

等の薬物濫用、性的非行の増加な

ど、社会の耳目を衝動させる凶悪

事犯も目立ち、しかも非行の低年

齢化が顕著となっています、、

　これらに対処するためには、青

少年を取り巻く地域住民の一入一

人が力を合わせ、非行の原因の改

善や非行に陥った少年の更生のた

めに、幅広い活動を実施し、みん

なの願いである犯罪のない明るい

社会を築きましょう。

法人が市内に事務所・事業所

を新設（開設）する場合には

届出が必要です
　地方税法第317条2・市税条例

第35条2により次に該当する法人

は設立届けをしなければなりません。

①市内に事務所または事業所を有

　する法人。

②市内に寮等を有する法人で市内

　に事務所または事業所を有しな

　いもの。

（3｝市内に事務所・事業所または寮

　等を有する法人でない社団また

　は財団で代表者または管理人の

　定めのあるもの、，

※詳しくは、市役所税務課（内線

　141）へお問い合わせください。

ノ5

　あなたの衝．召よヴ業し＜．1安会に

達瓦広昔物クグーン作鞍1にζ脇力を
☆屋外広告物を掲出する方への

　　　　　　　　　　　お願い
◇事前にご相談ください。

　屋外広告物の多くは許可が必要

　です。必ず事前にお近くの土木

　事務所へご相談のうえ、許可申

　請書を提出してください。

◇発注は届出業者へ

　屋外広告業者は知事への営業の

　届出が義務づけられています。

　発注の際はお確かめください。

◇許可済証をはって適正な管理を

　許可を受けた広告物へは、許可

　済証をはるとともに、常に良好

　な状態を保つようにしてくださ

　いo
◇安全点検を行ってください

　広告物の倒壊や落下による事故

　を防ぐため、定期的な安全点検

　を実施してくだきい。

◇許可の有効期問が切れるときは

　引き続き表示するときは、更新

　の手続きをとってください。表

　示の必要がなくなったときは、

　すみやかに撤去してください。

※詳しくは、大河原土木事務所行

政課智02245－3－3111へお問い合わ

せください。

ツベルクリン反応検査と
　　　　　　　　　　B　C　G接種について

　本年度のツベルタリン反応検査

とB　CG接種は、健康センターを

会場に実施いたします。

　子どもの結核は最近、少なくな

ってきておりますが、これもBC

Gの効果によるものと、思われます。

しかし、少なくなったとはいえ結

核、ことに結核性髄膜炎は少なか

らず毎年出ております。髄膜炎は

生命にかかわる恐しい病気です。

したがって、副作用の少ないB　C

G接種を乳児期に受けておくこと

　　　　　　　　　一日　時

が必要です。

　この機会に是非、受けられるよ

うおすすめします。

〉対象　生後3ヵ月から4歳未満

　で、まだ一度もB　C　G接種を受

　けていない乳幼児。

〉料金無料

〉その他　①母子手帳を持参して

　ください。②はしか等、各種予

　防接種を1ヵ月以内に受けた方

　は受けられません。

と　場　所一

地　　　区

越河、斎川、大平、大
鷹沢、白川、福岡、小原

白 石

ツペルクリン

誌　　　射

7月29日（月）

〃

ツ反測定と

BCG接種

7月31日（水）

〃

時悶

10：00
～11100

13：00
～14：00

場　　所

臼石市健康
センター

〃

「愛の血液助け合い運動」

　　　　　　　　　　　　　7月

　献血車いずみ号が次のとおり巡

回いたしますので、ご協力をお願

いします。

日～31日

》7月2日㈹白石営林署　9時30

　分～10時30分、東北アツギ　12

時～15時。

　登記印紙による
　　　登記関係手数料の
　　　　　　納付のおしらせ

　昭和60年7月1日から登記所の

経理が特別会計によって行われる

こととなりますので、これに伴い、

不動産登記簿や商業・法人登記簿

等の謄抄本交付、閲覧、証明等の

申請に要する手数料は、7月1日

からは、従来のように「収入印紙」

ではなく、　「登記印紙」によって

納めていただくこととなります。

　この登記印紙は、7月1日から

全国の集配郵便局や登記所、最寄

りの郵便局・印紙売りさばき所で

販売されます。

　新たに販売される登記印紙は、

100円、200円、400円、1，000円、

5，000円の5種類です。

　この登記印紙は、登記簿の謄抄

本等の手数料を納付する場合だけ

に使用するものであり、売買や相

続等による所有権移転、抵当権設

定、会社の設立、取締役等の変更

等の登記の申請の際納付する登録

免許税は、これまでどおり収入印

紙で納付していただきます。

　どうかおまちがいのないように

願います。

　なお、登記簿の謄抄本、閲覧、

証明の手数料は、7月1日から改

定されます。例えば、不動産登記

簿や、会社の登記簿の謄本・抄本

は1通につき400円（1通が10枚

を超えるものは、その超える枚数

5枚ごとに100円加算となります。）

不動産登記簿の閲覧や登記事項に

関する証明は！件につき200円で
す。

　詳細については、最寄りの法務

局または支局・出張所にお尋ねく

ださい。

携亟通事故防止

しコノク噸施中」
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カメラ9ニユース 休日急患当番医

く
6
月
6
日
～
9
日

　出来ばえ競うさつき展
　白石さつき会（斎藤亀悦会長）

恒例の「白石さっき大展示会」が

市民会館で開催されました。34人

の会員が丹精込めて育てた鉢植え

のさつき約120点が展示され会場

は甘い香りでいっぱい。色とン）どり

・のさつきは市民の目を奪いました。

議抵、．急

喫煙マナーのキャンペーン

　環境週間にちなみ日本たばこ産

業臼石営業所員・たばこ組合婦人

部30人が白石駅前でたばこの投げ

捨て防止キャンペーンを行いまし

た。一行は駅前を清掃後、朝の通

勤者にポケット吸がら入れを手渡

し喫煙マナーを呼びかけました。

・7㍊　　・噴評　～　　　朝　1
　〆　　　　譲　　　　　　　く
　　　　　蒸等　　　　　　　　6
　　　　　．護縄・　『　＝冒

　　　　　　　　　　　　　　習

　　　　　　」P円 ’ヒ　　　竜9

摺
・1輔，－『日

多彩な作品を展示“白風展”

　生け花、書道、写真、彫金など

多彩な作品を一堂に集めた第3回

白風展（白風会主催）が市民会館

で開かれました。華やかな生け花、

四季折々の写真などが、工夫を凝

らされ会場狭しと展示され、訪れ

た人々を楽しませました。

　　　　　　　　■人口の動き

月　日

7／7

14

21

28

内 科

大沼医院（5）2502

広瀬医院（5）0238

笛医院（5〉2410

三浦クリニック（5〉6854

トタ 科

刈田病院（5）2145

堤医院（5）1181

刈田病院（5）2145

斎藤医院（5〉1222

※都合により変更になる場合もあります。

談（7月分）

相談区分

人権擁護
相　　　談

行政相談

生活相談

高齢者
職業紹介

社会保険
相　　　談

税務相談

消費生活

相　　談

器
回
ス

　
　
ビ

聴
補
巡
サ

婦人相談

無料法律

相　　談

身障者
相　　　談

相談日

15

15

15

5・25

16

15

時　　聞

10：00～

　15：00

10：00～

　15：00

10：00～

　15：00
10：00～

　12：00

10：00～

　13：00

9：30～

　15：00

場　　所

自石市役所

2階会議室

同　　　上

同　　　上

健康センター

2階相談室

健康センター

2階相談室

白石市役所

第3会議室

内 容

羊吉攻昏、1雄女昏、i量産季目

続、借地借家、雇傭、

差別侍遇問題等

国や県、市など役所
の行う仕事について
困っていることや希
望等

市民の日常生活上の

困りごと

60歳以上の方の職業

斡旋

健康保険、船員保険、

厚生年金など

7月と8月は休みです。

蜘
燈

15

月
木

　
週
や

　
毎
オ

リオン12・26

ニホン　19

15

15

9

10：00～

　15＝00

13：00～

　14：00

10：00～

　11：00

10：00～

　15100

10100～

　15100

10：00～

　15：00

白石市役所

1階消費
生活相談室

福祉事務所

白石市役所

白石市役所

4階会議室

白石市役所

第3会議室

買物苦情、消費生活

一般

乖甫昂恵器の仙多王里、調整

など

家庭内の人間関係や

異性との問題等で悩

んでいる女性の方

法律についての困り

ごと

身体障害者精薄者の生

活、職業、結婚等

6月1日現在人口42，508人男20，784人女21，724人世帯11，551戸
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